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　各ページにSPコードを載せました。SPコードとは、このコードの中に文字情報を記録することができ、専用の
読取機で読み取ると本紙の内容を「音声で聞く」ことができます。これにより、高齢者や目の不自由な方にもこの
広報紙の情報をご提供できるようになります。(携帯電話で読み取るQRコードではありません｡）
　SPコードをご利用した方がいらっしゃいましたら、千種区社会福祉協議会(TEL.763-1531)までご連絡ください｡

認知症サポーターとは…
厚生労働省が推進する「認知症１００万人キャラバン」
の一環である「認知症サポーター養成講座」を受講した
方です。認知症について正しい知識を持ち、認知症の人
や家族を応援し、誰もが暮らしやすい地域をつくってい
くボランティアです。

認知症サポーター養成講座とは…
おおむね①認知症と老化の違い②認知症の症状③認知症
の介護等についてお話します。初めて受講された方には
オレンジリングをお渡しします。ご希望のグループには
出前講座もいたします。

　２１年４月から愛知工業大
学名電高校一年生の学生さん
を対象に、ボランティア研修
会と認知症サポーター養成講
座を開催しています。
　学生のみなさんには、ボラ
ンティアや認知症の理解を深
めていただき、６月からは、
施設でのボランティアの実践
活動も開始しています。
　今後、地域で学生さんの姿
を見ることが多くなることで
しょう。楽しみです。

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

SPコード

地域での福祉活動はまず
準備から！！

地域での福祉活動はまず
準備から！！

愛知工業大学名電高
校との協働

愛知工業大学名電高
校との協働

ボランティア研修会
＆認知症サポーター

養成講座の開催

ボランティア研修会
＆認知症サポーター

養成講座の開催
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認知症高齢者を介護する家族支援事業
地域包括支援センター

１０／８㊍、２２㊍、１１／５㊍、１９㊍、
１２／３㊍、１７㊍
すべて１３：３０～１５：３０

医師による認知症講話、介護経験者に
よる経験談、参加者の交流など

① 家族教室

ちょっと息ぬき！
仲間を増やしましょう

千種区東部地域

申込先

千種区東部地域包括支援センター　
（桜ヶ丘11－1）
TEL 781‒ 8343  FAX 781‒ 8346

１０／２８㊌、１１／２５㊌、１２／１６㊌
１／２７㊌、２／２４㊌、３／２４㊌
すべて１３：３０～１５：３０

同左

同左

認知症の高齢者を介護する家族の方を対象に、家族教室・家族サロン・
医師による専門相談事業のご案内です。
介護の方法にお悩みの方やリラックスしたい方、ぜひご参加ください。
お住まいの学区でなくても、お近くのセンター事業に参加できます。

10月からの
教室について
ご案内します

物忘れのこと、
専門医に相談
してみましょう

千種区西部地域包括支援センター

事前にお電話でお申込ください。
当日でも可

７／２７、８／２４、９／２８
毎月1回月曜日、10：00～13：00

千種区西部地域包括支援センター
（西崎町2－4－1）

20名

随時お電話でお申込ください。

７／１７、８／２１、 ９／１８
毎月１回第２または第３金曜日、
14：00～15：30

千種区西部地域包括支援センター
（西崎町2－4－1）

千種区東部地域包括支援センター

７／２１、８／１８、 ９／１５
毎月1回火曜日、14：00～15：30

千種区東部地域包括支援センター
（桜が丘11－1）

同左

千種区東部地域包括支援センター
（桜が丘11－1）

月1回
毎月1回第３火曜日
（＊家族サロンと同じ日時です）

20名

日程

内容

会場

申込

日程

会場

定員

申込

会場

定員

申込

申込先

千種区西部地域包括支援センター
（千種区社会福祉協議会・西崎町2－4－1）
TEL 763 ‒1530  FAX 763 ‒1547

千種区西部地域 

日程

千種・千石・内山・高見・春岡・田代・
見付の7小学校区にお住まいの方

大和・上野・東山・星ヶ丘・自由ヶ丘・富士見台・
宮根・千代田橋の8小学校区にお住まいの方

随時お電話でお申込ください。
定員になり次第締切。

予約制　1回3名まで

同左

予約制　1回3名まで

認知症を理解し、
支援の輪を
広げましょう

② 家族サロン

③ 医師による
 　個別専門相談

認知症高齢者を介護する家族支援事業認知症高齢者を介護する家族支援事業

事　業　名

平成２１年４月から、 認知症総合相談窓口になりました。 お気軽にご相談ください。
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本会では、みなさまからの賛助会費・募金、名古屋市社会福祉協議会からの助成金、また、
名古屋市からの委託金を元に「誰もが安心して生活できる千種区」を目指して様々な事業を
おこないました。

千種区社会福祉協議会　平成20年度 決算のご報告

支出会費収入 7,352
寄付金収入 32,940
補助金収入 4,659
助成金収入 41,934
受託金収入 7,202
貸付事業収入 0
共同募金配分金収入 12,608
介護保険収入 85,136
雑収入 761
借入金償還補助金収入 10,746
前期繰越金 31,781
その他 16,742
収入合計 251,861

（千円）

ケアマネジャーさんへの支援ケアマネジャーさんへの支援

ケアマネサロン ケアマネジャーさんたちの寄り合いの場です。情報交換の
場としてもご活用ください。

７／１４火、８／１１火、９／８火、
１０／１３火　１４：００～１５：００

７／２８火、８／２５火、９／２９火、
１０／２７火　１４：００～１５：００

７／１４火、８／１１火、９／８火
毎月第２火曜 １３：３０～１５：００

８／２１日金　 １３：３０～１５：３０
１０月にも予定しています。詳しい日程は東部
地域包括支援センターへお問い合わせください

千種区東部地域千種区西部地域

千種区東部地域千種区西部地域

日時

日時 日時

日時

医療支援事業 ケアマネジャーさんがケアプランを作成するにあたり、
医療のことでわからないとき、医師に相談してみませんか。

包括支援センターでおこなう包括支援センターでおこなう

人件費支出 80,980
事務費支出 8,895
事業費支出 40,114
助成金支出 19,010
負担金支出 40
借入金償還支出 10,735
積立預金支出 41,599
その他 16,497
小計 217,870
次期繰越金 33,991
 
 
支出合計 251,861

収入
（千円）

千種区東部地域包括支援センター　
（桜ヶ丘11－1）
TEL 781‒ 8343  FAX 781‒ 8346

千種区西部地域包括支援センター
（千種区社会福祉協議会・西崎町2－4－1）
TEL 763 ‒1530  FAX 763 ‒1547

申込先 申込先
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基本目標

みんな知り合い
あいさつとびかう
イキイキまちづくり

誰もが知り合いに
なれるきっかけ
づくり

誰もが知り合い
学びあえる千種区に

交流と学びの
場づくり

誰も一人ぼっちに
させない

ポカポカまちづくり
住民同士の
支えあいの
仕組みづくりみんなで助け合い

支えあえる千種区に

地域福祉活動の
担い手づくり

福祉の活動
みんなで支える
ホクホクまちづくり 安定的な地域

福祉の財源
づくり

福祉活動を財政面から
支える千種区に

①福祉情報発信の充実
（地域住民が福祉情報にふれる
　　　　　　　　　　　きっかけづくり）

②サロンづくりの推進
（地域住民が出会うきっかけづくり）

③地域イベントへの参加の推進
（世代を超えた地域住民が出会う
　　　　　　　　　　　きっかけづくり）

④福祉を知り学ぶ場づくりの推進
（地域住民と福祉関係者の交流と
　　　　　　　　　　　学びの場づくり）

⑤地域福祉活動者の交流と
　ネットワークづくりの推進
（地域住民とボランティア団体等、ボランティア
　　　　団体同士の交流と学びの場づくり）

⑥ふれあいネットワーク活動の推進
（地域住民による支えあいの見守り活動)

⑦寄り合いから広げる地域
　包括ケアの推進
（地域住民主体のネットワークづくり）

⑧シルバー層の
　ボランティア活動者発掘
（ボランティア活動参加者層を広げる活動）

⑨学生層の
　ボランティア活動者発掘
（ボランティア活動参加者層を広げる活動）

⑩先駆的・開拓的
　ボランティア活動者発掘
（新たな分野のボランティア活動者の開拓）

⑪共同募金、賛助会員制度等の
　周知・拡充推進

基本理念

基本計画 実施項目

つ
な
が
る
・
ひ
ろ
が
る
・
か
よ
い
あ
う

〜
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
千
種
区
の
た
め
に
〜

～誰もが安心して生活できる千種区のために～

つながる・ひろがる・かよいあうつながる・ひろがる・かよいあう

千種区社会福祉協議会　第2次地域福祉活動計画が完成しました
（実施期間：平成21年度～平成25年度）

千種区社会福祉協議会　第2次地域福祉活動計画が完成しました
（実施期間：平成21年度～平成25年度）

　この計画は、住民のみなさまの生活に根ざした課題等の解決を目指し、地域で

お互いに声をかけ合えるまちづくりを進めるものです。

　計画の作成にあたっては、地域福祉活動に熱意のある多くの方と一緒に「こん

なまちであったらいいな」という意見を出し合い、みんなで支えあう明るいまち

づくりを目標にしました。

　例えば、地域では福祉関係施設・団体等により、様々なイベントが開催されて

いますが、本会では、住民のみなさまにご参加いただけるよう情報を把握し、広

く発信していきたいと考えています。住民のみなさまの積極的なご参加により、

年齢を問わずお互いに顔見知りになる機会が増え、世代を超えた交流も期待でき

ます。そして、住民の「輪」が広がることにより、お互いに声をかけ合える、明

るく活気あるまちに近づきます。

　また、住民のみなさまが福祉について学び、より身近に感じていただくきっか

けづくりとして、福祉関係施設・団体等を見学する「福祉見学ツアー」を開催し

たいと考えています。このツアーにご参加いただくことにより、福祉の現状を学

ぶことができるだけでなく、福祉関係者との交流を通して新しい出会いや発見が

期待でき、施設や団体の活動に参加するきっかけにもつながります。

　ここでご紹介している内容は一例です。計画について興味を持たれた方は、是

非、この計画を通して本会と一緒に千種区を「誰もが安心して生活できるまち」

にしませんか？

◎第2次地域福祉活動計画　体系図◎第2次地域福祉活動計画　体系図

※本会で活動計画の冊子をお渡ししておりますので、お声かけください。



ここでは、皆さまからいただいた賛助会費が地域の福祉活動の場面でどのように
使われているかをご紹介します。

千種区社会福祉協議会
電話７６３－１５３１まで

個　人　会　員 １口　　　５００円
法人・団体会員 １口　５，０００円

お申込みは賛助会費

　上野学区では、ひとり暮らし高齢者を対象にお弁当の宅配
及び会食会を実施しています。また、夫婦共に７５歳以上の
高齢者夫婦世帯を対象にも会食会を実施しています。
　それぞれの会食会は、地域福祉推進協議会のメンバーや地
域のボランティアさんを中心に、学区内にある飲食店を利用
し年１０回程度開催されています。　
　会食会は、地域での仲間づくりや孤独感の緩和等を目的に､
毎回５０名ほどの方がご参加され、昼食に舌づつみをうちながら、各テーブルごとに楽しく
笑いのある会話が飛び交い、なごやかな雰囲気で行われています。

上野学区地域福祉推進協議会

会食会の様子

　千種区社会福祉協議会では、区民の皆さまとともに地域福祉を推進するにあたり、事業の運営を支援してい
ただける賛助会員を広く募集しています。会費は上記のようなふれあい給食サービス事業をはじめ下記のよう
な各種福祉事業推進のための貴重な財源になっています。ひとりでも多くの方のご協力をお願いします。

賛 助 会 員 募 集 中 ！ いっしょにすすめてみませんか？
誰もが安心して暮らせるまちづくり

●学区地域福祉推進協議会事業への助成　●学区ふれあい給食サービス事業への助成
●｢広報紙の発行」｢楽しく体操  らくらく広場の開催」など 千種区社会福祉協議会の各種事業・
　千種区在宅サービスセンターの運営

皆さまからご協力いただいた共同募金は、地域の福祉活動の様々な場面で役立てられています。
ここでは､共同募金の使いみちのひとつをご紹介します。

～共同募金の使いみちの紹介コーナー⑯～

　千種区子ども会育成連絡協議会は、地域社会との関わりや、
キャンプなどの体験学習を通して、子ども達が社会のルールや
智恵を学ぶ場です。その中でも、毎年２月に行われているドッ
ジボール大会は、各小学校区対抗で試合が行われ、チームワー
クの大切さを学んだり、体力の向上を図ることを目的としてい
ます。当日は５４８名もの子ども達の参加があり、男の子も女
の子も日頃の練習の成果を発揮し、一生懸命にボールを投げあ
いました。会場には家族の方も応援にかけつけ、スポーツを通
しての地域ぐるみでの交流の場となりました。

　お寄せいただいた共同募金は、愛知県共同募金会で
まとめられ、約８割が千種区の地域福祉の向上に、約
２割が県内の社会福祉施設の整備や団体の事業に役立
てられています。

千種区子ども会育成連絡協議会
「ドッジボール大会」

こんなところに賛助会費！⑯
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つながる　ひろがる！！　
高齢者はつらつ長寿推進事業
つながる　ひろがる！！　
高齢者はつらつ長寿推進事業

愛知県千種警察署地域課 地域総務係
地域安全担当官

宇山哲史さんのお話

いつ起こってもおかしくない東海・東南海地震！！
千種区災害ボランティアセンターの運営・ボランティア活動に
ついて一緒に学び考えてみませんか？

料理学校の先生に手ほどきを受けながら、若い学生さんといっしょに
料理を楽しみましょう！

皆さんで意識し合って犯罪の広がらない地域を作りましょう。

災害ボランティアセンター講座災害ボランティアセンター講座

料理をしながら地域での仲間づくりをしませんか！？

❶すぐに振り込まない　❷一人で振り込まない　❸誰かに相談する❶すぐに振り込まない　❷一人で振り込まない　❸誰かに相談する

　６月２日(火)はつらつしろやま会にて、振り
込め詐欺犯罪にどのように注意をしたら良いか
話を聞きました。振り込め詐欺にはいくつかの
種類があります。その全てに共通しているのは
｢ＡＴＭを利用｣することです。そのため…

男性シニアの

みなさん
男性シニアの

みなさん

つながる　ひろがる！！　
高齢者はつらつ長寿推進事業
つながる　ひろがる！！　
高齢者はつらつ長寿推進事業

参加者募集

日　時 平成２１年９月１３日（日） １３時３０分～１６時００分
場　所 千種区社会福祉協議会　研修室
講　師 特定非営利活動法人レスキューストックヤード　代表理事  栗田　暢之氏

申込方法 電話・FAXにてお申し込み下さい。
 電話 763-1531　FAX 763-1547　担当：浅井

対象者　千種区在住の６０歳以上の男性
日　時 平成２１年８月３日（月） ９時～１３時
場　所 ニチエイ調理専門学校（中区新栄１－４３－９）
参加費 材料費として５００円
持ち物 エプロン・三角巾・タオル
定　員 ２０名

参加受付は７月１７日まで。（定員をこえた場合は抽選させて頂きます）

料理にチャレンジ２００９　～男性シニアと学生の交流会～

申し込み・問い合わせ先　千種区社会福祉協議会　電話７６３－１５３１まで

振り込め詐
欺対策の

ポイントは３
つ！！

第43号　はなみずきのまちだより(７)
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地下鉄覚王山 地下鉄本山

田代本町2

田代小

〒

地下鉄東山線

4番出口

城山中

田代公園 見付小

田代郵便局

田代本通3日進通

市バス（田代本通）

4番出口

フーズデキスヱ●

愛知銀行●

N

愛知学院大学
歯学部付属病院

末盛通2●

● NTT

● ガソリン
　スタンド

山
崎
川

地下鉄名城線

【応募方法】ハガキにクイズの答えと広報紙「はなみずきのまちだより」の感想を
お書きください。住所・氏名・電話番号・年齢を明記のうえ千種区社会福祉協議
会「社協クイズ」係まで。締切は７月３１日(金)とさせていただきます。

　皆さまからいただいた寄付金等は千種区の地域福祉の推進に活用させていただきます。
ありがとうございました。

社会福祉法人
名古屋市千種区社会福祉協議会
（千種区在宅サービスセンター内）

〒464-0825／名古屋市千種区西崎町二丁目４番地の１
●お問い合わせ先
電話 【代表】052-763-1531
 【ボランティアセンター】052-763-1536
 【千種区西部地域包括支援センター】052-763-1530
FAX 052-763-1547
ホームページ      　 http://www.chikusa-shakyo.jp

●公共交通機関のご案内 市バス 金山11号系統（金山-池下) •••••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 栄16号系統（栄-名古屋大学) •••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 名駅17号系統（名古屋駅-名古屋大学) •••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 千種巡回系統（地下鉄自由ヶ丘-地下鉄自由ヶ丘) •• 田代本通 下車徒歩5分

地下鉄 東山線「覚王山」4番出口  または  東山線・名城線「本山」4番出口 下車徒歩10分

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

駐車場がございませんので、
公共交通機関をご利用ください。

千種区
社会福祉
協議会

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

社 協
しゃきょう ①たかめあう　　②ささえあう　　③かよいあう

☆正解者の中から抽選で１０名に記念品をプレゼントします。

Ｑ. この５月に完成した「千種区社会福祉協議会 第２次地域福祉活動計画」の
　　キャッチフレーズは、“つながる・ひろがる・○○○”です。○○○は何でしょうか。

「千種区の福祉に役立ててください」と善意の寄付をいただきました。

善意の小箱善意の小箱
＜平成21年3月１日～平成21年5月31日＞

●名古屋ヤクルト販売㈱ 様　●匿名 １件 様　●中村　則子 様　

傾聴ボランティアとは、相手の話に耳を傾けることで気持ちに寄り添い、
「こころのケア」を図るボランティア活動です。

日　時 平成２１年 ９月９日(水)・１６日(水)・３０日(水)・１０月７日(水)
 他、１０月１３日～１６日のうち１日実習あり（計５回コース）
 １３時３０分～１５時３０分　
場　所 千種区社会福祉協議会（千種区西崎町２－４－１）
対　象 千種区内の福祉施設等で活動可能な方
定　員 ４０名
参加費 無料（体験時の交通費は各自負担）
申込み ８月２８日(金)までに電話にて申し込み。
問合先 千種区社会福祉協議会　℡７６３－１５３１

(８)はなみずきのまちだより　第43号

傾聴ボランティア養成講座 受講者大募集 !!受講者大募集 !!


